
学校番号 3005 

令和 3年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 電気基礎 単位数 2単位 年次 2年次 

使用教科書 「電気基礎 1 新訂版」(実教出版) 

副教材等 「電気基礎１・２ 新訂版演習ノート」(実教出版) 

 

１担当者からメッセージ（学習方法等） 

照明器具、家電製品、パソコンなどの情報処理装置、発電装置などの電気装置が日常生活の中で

多く利用され、電気技術が深くかかわっている。電気技術は古くから今日まで多くの人々の研究

が積み重ねられ、さまざまな分野で利用されてきた。「電気基礎１」では電気に関わるいろいろ

な現象について学び、電気に関する知識・技術を身につけ、実際に活用できるようにする。 

 

２学習の到達目標 

電気に関する基礎的な知識と技術を習得する。また習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

３学習評価(評価基準と評価方法) 

観
点 

a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

基本的な電気現象

と、その現象が数式

により表現できること

に関心をもち、新しい

事柄に対して意欲的

に学習に取り組んで

いる。 

基本的な電気現象の

意味を考え、変化に対

する結果を電気に関す

る知識と技術を活用し

て考察し、導き出した

考えを的確に表現する

ことができる。 

基本的な電気現象を量

的に表現し、電気的諸

量の相互関係やそれら

を式の変形や計算によ

り適切に処理すること

ができる。 

基本的な電気現象、

電気現象を量的に取

り扱う方法、電気的

諸量の相互関係につ

いて原理・法則を理

解し、知識と技術を

身につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、確

認テスト、ノート等 

学習状況の観察、確認

テスト、ノート、ワー

クシート等 

学習状況の観察、レポ

ート、確認テスト、ワ

ークシート等 

確認テスト、ノー

ト、定期考査の結果

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元(題材)の評価基準 評価方法 
a b c d 

前
期 

直
流
回
路
・
交
流
回
路 

○直流回路の復習 

 

 

○正弦波交流 

 

○周期と周波数 

 

○角周波数 

 

○瞬時値、最大値、

実効値、平均値 

 

○位相と位相差 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

a:各理論式を適切にノー

ト記述できている。 

b:理論式から導き出され

る解が、初期条件によっ

て変化することを理解表

現できている。 

c:理論式の組み立て方が

正確に成されている。 

d:各理論式の相互関係お

よび相補関係を理解し、

適切に表現できている 

学習状況

の観察 

ワークシ

ート 

ノート 

確認テス

ト 

定期考査

の結果等 

後
期 

交
流
回
路 

○Ｒ、Ｌ、Ｃ単独

の回路 

○直列回路、並列

回路 

 

 

○交流の電力と力

率 

○皮相電力、有効

電力、無効電力 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

a:各理論式を適切にノー

ト記述できている。 

b:理論式から導き出され

る解が、初期条件によっ

て変化することを理解表

現できている。 

c:理論式の組み立て方が

正確に成されている。 

d:各理論式の相互関係お

よび相補関係を理解し、

適切に表現できている 

学習状況

の観察 

ワークシ

ート 

ノート 

確認テス

ト 

定期考査

の結果等 

 

※表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:技能       d:知識・理解 

※年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


